
国分俊樹講演会国分俊樹講演会国分俊樹講演会国分俊樹講演会        

演題演題演題演題        福島の現状と子どもたちの人権福島の現状と子どもたちの人権福島の現状と子どもたちの人権福島の現状と子どもたちの人権    

講師講師講師講師        国分俊樹国分俊樹国分俊樹国分俊樹    (福島県教職員組合 書記次長)    

時間時間時間時間        2013201320132013 年年年年 6666 月月月月 23232323 日日日日    ((((日日日日))))    13131313 時時時時 30303030 分開場分開場分開場分開場        

場所場所場所場所                文京文京文京文京区民区民区民区民センターセンターセンターセンター２２２２ＡＡＡＡ会議室会議室会議室会議室（東京都文京区本郷 4-15-14） 

(シビックセンターではありません) 

                            

都営三田線・大江戸線「春日駅 A2 出口」徒

歩 2 分、東京メトロ丸ノ内線「後楽園駅 4b

出口」徒歩 5 分、東京メトロ南北線「後楽

園駅 6番出口」徒歩 5 分、JR 水道橋駅東口

徒歩 15 分 

参加費参加費参加費参加費        500500500500 円円円円   

学生、福島の方 遠方の方は無料    

 

 

    毎日新聞「ふるさと」（毎日新聞「ふるさと」（毎日新聞「ふるさと」（毎日新聞「ふるさと」（裏面参裏面参裏面参裏面参照照照照）を読み、この人の話を聞きたいと）を読み、この人の話を聞きたいと）を読み、この人の話を聞きたいと）を読み、この人の話を聞きたいと思い思い思い思いました。福島県ました。福島県ました。福島県ました。福島県でででで避難区避難区避難区避難区

域になっていない学校では運動会も事故の前と同じように行われ域になっていない学校では運動会も事故の前と同じように行われ域になっていない学校では運動会も事故の前と同じように行われ域になっていない学校では運動会も事故の前と同じように行われていますていますていますていますが、が、が、が、国分さんは「セシウム国分さんは「セシウム国分さんは「セシウム国分さんは「セシウム

１３７だけでも汚染が県の東半分に広がっている。１３７だけでも汚染が県の東半分に広がっている。１３７だけでも汚染が県の東半分に広がっている。１３７だけでも汚染が県の東半分に広がっている。・・・健康に影響ないと言い切れるのか？」と疑・・・健康に影響ないと言い切れるのか？」と疑・・・健康に影響ないと言い切れるのか？」と疑・・・健康に影響ないと言い切れるのか？」と疑

問を問を問を問を感じ感じ感じ感じ、「放射能の危険に慣れたくない」と語っています。、「放射能の危険に慣れたくない」と語っています。、「放射能の危険に慣れたくない」と語っています。、「放射能の危険に慣れたくない」と語っています。    

目の前の子どもたちの将来を心配しながら、目の前の子どもたちの将来を心配しながら、目の前の子どもたちの将来を心配しながら、目の前の子どもたちの将来を心配しながら、ふるさとの安達太良山や阿武隈川を見て、涙がとまらふるさとの安達太良山や阿武隈川を見て、涙がとまらふるさとの安達太良山や阿武隈川を見て、涙がとまらふるさとの安達太良山や阿武隈川を見て、涙がとまら

なくなった国分なくなった国分なくなった国分なくなった国分さんの悲しみと苦しみさんの悲しみと苦しみさんの悲しみと苦しみさんの悲しみと苦しみに、首都圏に住む私たちはその苦悩の一端を担わなくてはならに、首都圏に住む私たちはその苦悩の一端を担わなくてはならに、首都圏に住む私たちはその苦悩の一端を担わなくてはならに、首都圏に住む私たちはその苦悩の一端を担わなくてはなら

ないのではないかと思いました。ないのではないかと思いました。ないのではないかと思いました。ないのではないかと思いました。    

    学学学学校や教育はどういう働きをするものか、行政や組合や住民はどう思いどう動いたのか、校や教育はどういう働きをするものか、行政や組合や住民はどう思いどう動いたのか、校や教育はどういう働きをするものか、行政や組合や住民はどう思いどう動いたのか、校や教育はどういう働きをするものか、行政や組合や住民はどう思いどう動いたのか、原発原発原発原発事故事故事故事故

の後に分かったことを国分さんに語ってもらおうと考えました。の後に分かったことを国分さんに語ってもらおうと考えました。の後に分かったことを国分さんに語ってもらおうと考えました。の後に分かったことを国分さんに語ってもらおうと考えました。        

事故事故事故事故の負担を福島の人々だけにかけるわけにいきません。国全体の負担を福島の人々だけにかけるわけにいきません。国全体の負担を福島の人々だけにかけるわけにいきません。国全体の負担を福島の人々だけにかけるわけにいきません。国全体のののの、いや世界中の人々や、動植物、いや世界中の人々や、動植物、いや世界中の人々や、動植物、いや世界中の人々や、動植物

やややや生命体の危機でもあります。どうかみなさん、お忙しいでしょうが、是非生命体の危機でもあります。どうかみなさん、お忙しいでしょうが、是非生命体の危機でもあります。どうかみなさん、お忙しいでしょうが、是非生命体の危機でもあります。どうかみなさん、お忙しいでしょうが、是非おおおおいでいでいでいでいただき講演を聴いただき講演を聴いただき講演を聴いただき講演を聴

き、子どもたちの未来について一緒に考えてき、子どもたちの未来について一緒に考えてき、子どもたちの未来について一緒に考えてき、子どもたちの未来について一緒に考えてください。ください。ください。ください。    

    

呼びかけ人呼びかけ人呼びかけ人呼びかけ人        佐々木賢  0425-81-1976   

            阿部  忠  090-5444-3726    

    

賛同賛同賛同賛同者・グループ・団体者・グループ・団体者・グループ・団体者・グループ・団体    

子どもたちの育ちと法制度を考える 21 世紀市民の会・「交流ハウス亀の島」(西山智彦・西山貴代美) ・「ロシナン

テ社」(四方哲)・「NPO 法人青少年自立支援センター」(工藤定次)・「横校労」(赤田圭亮) ・「アンダンテ」（堀内由

憙子）・「市政ウォッチの会」昭島市（佐々木秀子）・「じゃがいも親の会」(南雲和子)・「グループ鵠沼」(三井芙玞)・

「調布市西部公民館,教育フォーラム・のどらか」(石黒紀子) ・「武蔵野自由学校」(池見恒則) 

名取弘文・大森直樹(東京学芸大学)・原田牧雄(日本社会臨床学会誌編集長)・岡山輝明・阿部治正（流山市議）・広

瀬隆士・矢倉久泰・篠藤明徳 (別府大学)・松浦幸子（ＮＰＯ法人クッキングハウス）・石井淳一（ことぶき学童保

育職員） 

 ＜５月１５日現在＞    

＊終了後、国分さんを囲んで懇親会があります。＊終了後、国分さんを囲んで懇親会があります。＊終了後、国分さんを囲んで懇親会があります。＊終了後、国分さんを囲んで懇親会があります。    




